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様式（第１０条関係） 

審 議 会 等 の 会 議 録 

会議の名称  平成３０年度 第１回座間市市民参加推進会議 

開 催 日 時 平成３０年６月１３日（水） 午後２時から午後３時３０分まで 

開 催 場 所  座間市役所 ５－２会議室 

出 席 者 
峰尾昌子（会長）、杉山朋子（副会長）、手塚明美、水野久子、小原幸子 

井上隼人、上野正雄、佐藤隆雄 

事 務 局 
 遠藤市長、吉野市民部長、安部市民協働課長、黒沢主事、渡辺主事 

南波主事補 

公開の可否  ■公開 □一部公開 □非公開  傍聴人数       ０ 人 

議 題  市民参加の実施状況及び実施予定について  

資料の名称 

① 会議次第 

② 委員名簿 

③ 「座間市市民参加推進条例」の写し（資料１） 

④ 「同条例施行規則」の写し（資料２） 

⑤ 年度別市民参加実施状況の内訳（資料３） 

⑥ 平成２９年度 市民参加の実施状況（資料４） 

⑦ 平成２９年度 市民参加の対象としなかった事項一覧（資料５） 

⑧ 平成３０年度 市民参加の実施予定（資料６） 

⑨ 前回会議会議録（平成２９年度第１回開催分）（資料７） 

会議の内容 

（会議次第等

及び発言要旨） 

◇次第 

１ 開 会 

２ 委 嘱 

３ あいさつ 

４ 委員及び職員紹介 

５ 正副会長の選出  

６ 議 題 

（１）市民参加の平成２９年度実施状況及び平成３０年度実施予定に

ついて 

  （２）その他 

 ７ 閉 会 
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会議の内容 ・次第２ 委嘱 

遠藤市長から新委員に委嘱状の交付がされました。 

（任期は平成３２年５月３１日まで） 

 

・次第５ 正副会長の選出 

正副会長について互選した結果、会長に峰尾昌子委員、副会長に杉山朋子

委員が就任されました。 

 

・次第６ 議題 

（１）市民参加の平成２９年度実施状況及び平成３０年度実施予定について 

 

事務局から配布資料に基づき、市民参加推進条例の概略の説明、市民参加

の平成２９年度実施状況及び平成３０年度実施予定について、説明がありま

した。 

 

【発言の要旨】 

○平成２９年度市民参加の実施状況について 

 

・資料４の実施状況のうち、審議会等手続のところで「計画の内容について

公募委員の意見を受けて変更し修正を加えました。」とある。どのような反映

の内容だったかこれだけでは分からないが、後は議事録を見てということか。 

⇒公募委員による意見の反映は細かい部分で何箇所もということもあり、当

該表には整理しきれないので、このような表現になりました。 

 

・議事録を読めば公募委員の発言内容が分かるか。 

⇒議事録には、公募委員の発言かどうかが分からないものがあります。 

 

・公募委員の意見によってどう反映されたかが分かると、公募委員とは何を

するのか、このようなことが出来るのだということが見えてきて、公募委員

への手が挙がりやすくなるだろうし、また、パブリックコメントについても、

提出された意見の結果が分かれば、新たな工夫もされるなど市民の感性も磨

かれていくのではないか。 

⇒審議会等手続において、限られた調査期間内に複数回の会議の議事録を確

認し公募委員の意見反映を整理することは、担当課として難しいものがあろ

うかと思います。何か方法がないか検討してみます。 
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・パブリックコメントの意見提出者及び提出意見の多かった案件では、市の

考え方を大きくまとめた形で表現されているが、結果は変わらないにしても

表現の仕方に工夫が必要かと思う。 

⇒公表にあたってはまとめの表現を工夫します。 

 

・ホームページで内容が見られるのだから、事務局の負担を考えれば、ここ

での資料としてあまり細かく整理させる必要はないのではないか。 

⇒事務局として、出来る範囲内で資料づくりに努力します。 

 

・資料５の対象としなかった事項の中で、第５号の理由による公の施設の設

置変更は消防署ということで理解するが、他に市民が利用出来るような施設

の場合には、立地の関係もあるだろうが単に第５号で済ませるのではなくど

こかで市民の声が聴けるような注意が必要かと思う。 

 

・前回の会議で話題に上ったホームページ内での審議会等へのリンクについ

ては、見やすく改善がされたと思う。 

 

○平成３０年度市民参加の実施予定については、特に発言者なし。 

 

 

（２）その他については発言者が無く、会長は以上をもって議事が終了した

旨を述べ、閉会を宣しました。 

 


